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6月の出来事
●時　事
5月31日  県内初の新型インフルエンザ
　           感染
6月1日  米GM、経営破綻
     1日  08年出生率、3年連続上昇
     7日  サッカー日本代表、Ｗ杯出場決定
     9日  関東甲信越地方で梅雨入り
   11日  WHO、新型インフル世界的大流行
　　      (パンデミック)を宣言
   17日  政府、景気底打ち宣言

●山梨県中央会ニュース
  2日  青年中央会通常総会
  8日  第54回中央会通常総会
20日  中小企業の森整備事業
24日  委員会開催（労働23日）

7月の予定
2日  レディース中央会やまなし通常総会
16、21、23、28、30日  組合実務講習会

¡中央会執行部、事務局体制、青年中央会
執行部の新しい顔ぶれ［2面・8面］

¡イノベーションと人材で活路を開く、
2009中小企業白書［6面］

¡新しく設立された2団体の紹介
　　　　　　　　　　　［4面・7面］

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、
６
月

８
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

で
、第
54
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
会
員
組
合
等
の
代
表
者
、
来
賓
並
び
に
受

賞
者
な
ど
約
２
５
０
名
が
参
加
し
、
通
常
総

会
・
表
彰
式
典
・
交
流
会
を
実
施
し
た
。

　
通
常
総
会
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
内
藤
会

長
は
「
世
界
的
な
経
済
不
況
の
中
、
厳
し
い
状

況
が
続
き
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。
国
は

緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
平
成
21
年
度

補
正
予
算
の
中
小
企
業
対
策
に
「
も
の
づ
く

り
中
小
企
業
製
品
開
発
等
支
援
事
業
」
を
計

上
し
て
お
り
本
中
央
会
も
取
組
む
。
従
来
か

ら
の
連
携
組
織
対
策
事
業
と
、
昨
年
度
か
ら

の
地
域
力
拠
点
事
業
と
を
組
み
合
わ
せ
実
施

し
、
今
後
も
中
小
企
業
者
か
ら
信
じ
、
頼
ら
れ

る
支
援
機
関
で
あ
る
よ
う
努
め
る
。」と
述
べ
、

「
中
小
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
で
は
あ

る
が
共
に
手
を
携
え
、
結
束
し
、
こ
の
困
難
な

時
代
を
乗
り
き
ろ
う
。」
と
呼
び
か
け
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
平
成
20
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
と
、
平
成
21
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
な
ど
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議

案
が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
挙
で
は
、
内
藤
悦
次
会
長
が
再

任
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
理
事
・
監
事
が
選

任
さ
れ
、
直
ち
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、

副
会
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事
を
選
任
す
る

と
共
に
、
宮
川
睦
武
氏
に
引
き
続
き
名
誉
会

長
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。（
新
役

員
の
構
成
は
2
面
の
と
お
り
）

　
続
い
て
表
彰
式
典
に
移
り
、
始
め
に
、
中
央

会
退
任
役
員
及
び
組
合
退
任
理
事
長
へ
中
央

会
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
優
良
組
合
、
組
合

功
労
者
、
青
年
部
功
労
者
、
女
性
部
功
労
者
及

び
優
良
専
従
職
員
に
対
し
て
中
央
会
会
長
表

彰
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

大
木
勝
志
氏
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
出
席
を
頂
い
た
小
松
重
仁

山
梨
県
副
知
事
、
赤
池
誠
章
衆
議
院
議
員
、
竹

井
清
八
山
梨
県
商
工
会
連
合
会
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
式
典
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
宮
島
雅
展

甲
府
市
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
星
野
勝

之
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
中
小
企
業
課
長

が
乾
杯
を
行
い
懇
談
に
入
っ
た
。
懇
談
で
は
、

出
席
者
相
互
の
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
、

中
小
企
業
が
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
て
い
た
。
最

後
に
、
福
田
健
司
商
工
中
金
甲
府
支
店
長
か

ら
締
め
の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
閉
会
し
た
。

受賞者を代表して謝辞を述べる大木勝志氏

交流会での和やかな談笑
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●
退
任
役
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
17
名

大
木
　
勝
志（
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
）

青
柳
　
和
人（
山
梨
県
書
店
商
業
組
合
）

雨
宮
　
和
也（
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
）

飯
塚
　
三
郎（
山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合
）

井
上
　
善
展（
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
）

井
上
　
勝
次（
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合
）

小
田
切
常
雄（
山
梨
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
）

小
野
　
勝
正（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

菊
原
甲
子
男（
山
梨
県
豆
腐
商
工
組
合
）

小
池
　
幸
雄（
山
梨
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
）

小
泉
　
正
仁（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

小
林
　
育
也（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
）

神
宮
司
正
人（
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
）

相
馬
　
修
正（
山
梨
ニ
ュ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
協
業
組
合
）

中
川
　
良
一（
山
梨
県
事
務
機
文
具
商
協
同
組
合
）

藤
江
　
厚
夫（
都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
）

中
込
　
明
男（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

 

●
退
任
理
事
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
29
名

青
p
　
和
江
（
南
ア
ル
プ
ス
特
産
品
企
業
組
合
・
ほ

　
　
　
　
　�

�た
る
み
館
）

雨
宮
　
和
也（
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
）

有
井
　
金
三（
山
梨
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
）

飯
塚
　
三
郎（
山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合
）

井
出
　
常
済（
河
口
湖
観
光
旅
館
協
同
組
合
）

井
上
　
勝
次（
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合
）

井
上
　
善
展（
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
）

岩
下
　
隆
行（
山
梨
・
甲
州
環
境
協
同
組
合
）

上
原
　
勇
七（
協
同
組
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲

　
　
　
　
　�

�府
）

江
藤
　
充
男（
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
）

大
木
　
勝
志（
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
）

大
久
保
弘
二（
韮
崎
市
上
下
水
道
工
事
協
同
組
合
）

小
野
　
勝
正（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

小
俣
　
博
彦（
山
梨
県
シ
ス
テ
ム
輸
送
協
同
組
合
）

小
泉
　
正
仁（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

河
野
　
富
重（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
）

笹
本
　
貞
夫（
韮
崎
建
設
事
業
協
同
組
合
）

清
水
　
　
勇（
西
甲
府
自
動
車
整
備
協
業
組
合
）

清
水
　
浩
二（
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
）

神
宮
司
正
人（
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
）

堤
　
　
金
久（
協
同
組
合
ア
ム
ス
韮
崎
）

中
込
　
明
男（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

（故）
中
村
三
郎（
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組
合
）

中
村
　
昌
訓（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
）

初
鹿
　
武
仁（
協
同
組
合
山
梨
異
業
種
交
流
青
中
倶

　
　
　
　
　�

�楽
部
）

花
輪
千
世
子（
企
業
組
合
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
）

宮
川
　
睦
武（
山
梨
相
互
振
興
協
同
組
合
）

守
屋
　
忠
晴（
韮
崎
市
観
栄
会
商
店
街
協
同
組
合
）

守
屋
　
善
隆（
山
梨
県
漬
物
協
同
組
合
）

 

●
優
良
組
合 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
組
合

協
同
組
合
山
梨
異
業
種
交
流
青
中
倶
楽
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
促
進
協
同
組
合

韮
崎
市
環
境
事
業
協
同
組
合

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
販
売
協
同
組
合

山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合

 

●
組
合
功
労
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
名

安
藤
　
和
彦（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
）

池
野
　
博
文（
山
梨
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合
）

石
澤
啓
一
郎（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同

　
　
　
　
　�

�組
合
）

内
田
　
正
文（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
）

内
田
　
正
人（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

小
沢
　
好
久（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

金
丸
　
基
彦（
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
）

岸
本
　
光
雄（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同

　
　
　
　
　�

�業
組
合
）

小
宮
山
光
夫（
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
）

近
藤
　
　
智（
山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
）

佐
野
　
龍
一（
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
）

清
水
　
健
治（
甲
府
駐
車
場
事
業
協
同
組
合
）

清
水
　
浩
二（
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
）

中
村
　
純
代（
山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
）

堤
　
　
金
久（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

保
坂
　
　
勉（
山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
）

望
月
　
俊
英（
甲
府
駐
車
場
事
業
協
同
組
合
）

望
月
　
紘
正（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

横
森
　
秀
明（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

若
杉
　
武
夫（
甲
府
建
具
協
同
組
合
）

渡
邊
　
　
力（
山
梨
県
療
術
業
協
同
組
合
）

 

●
青
年
部
功
労
者
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
5
名

秋
山
　
正
臣（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
）

磯
部
　
和
義（
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
青
年

　
　
　
　
　�

�部
会
）

内
川
　
和
彦（
山
梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
青

　
　
　
　
　�

�年
部
会
）

笹
本
　
優
司（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
青
年
部
）

仲
村
　
清
輝（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年

　
　
　
　
　�

�部
）

 
●
女
性
部
功
労
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
名

望
月
　
司
子（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女

　
　
　
　
　�

�性
部
会
）

柳
本
百
合
江（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女

　
　
　
　
　�

�性
部
会
）

 

●
優
良
専
従
職
員 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
名

浅
川
　
　
忠（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

飯
室
　
達
己（
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
）

武
井
　
勇
人（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

原
　
　
　
幸（
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
販
売
協

　
　
　
　
　�

�同
組
合
）

日
野
原
和
子（
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
）

水
野
　
幸
子（
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
）

望
月
　
孝
広（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

望
月
　
常
江（
早
川
砂
利
協
同
組
合
）

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
表
彰
表
彰
表
彰
表表表表表表表表表
会
表
会
表
会
表

央
会
央
会
央
会会会会
央央央

体
中
央

体
中
央

体
中
央央央央
中中中中中中
体体体体

業
団
体

業
団
体

業
団
体
団団団団団団団
業業業業業業
企
業
企
業
企
業業業業業
企企企

県
中
小
企

県
中
小
企

県
中
小
企

中中中中中中

山
梨
県

山
梨
県

山
梨
県県県
梨梨梨梨梨梨梨梨梨

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

感
謝
状

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
表
彰

平
成
2
成
11
成
21
成

年
度

2
年
1
年
21
年

中
央
会
新
執
行
部
紹
介

中
央
会
新
執
行
部
紹
介

副会長副会長

松葉 惇

常務理事常務理事

山 本 誠 司

副会長副会長

武田與光

専務理事専務理事

新 海 一 男

副会長副会長

中村昌訓

副会長副会長

矢 澤 雄 兒

副会長副会長

勝俣明美

副会長副会長

渡 邊 征 夫

会　長会　長

内藤悦次



データから見た業界の動き（平成21年5月分）

収益状況
2008年5月

景況感
2008年5月

売上高
2008年5月

2009年5月 2009年5月2009年5月

　本県の5月の景況は、全業種のDI値では、
売上高－72（前年同月比－8）、収益状況
－68（前年同月比－2）、景況感－72（前年
同月比－10）と前月比で非製造業のポイ
ントがやや回復しているものの、DI値は
総じて低い水準に止まっており、厳しい
状況は続いている。
　業種別では、製造業のDI値が、売上高－
75（前年同月比－5）、収益状況は－75（前
年同月比－15）、景況感は－70（前年同月
比－15）。
　非製造業のDI値では、売上高－70（前年
同月比－10）、収益状況－63（前年同月比
－3）、景況感－73（前年同月比－6）とな
っている。
　5月は、小売、飲食、宿泊業等、ゴールデ
ンウィークへの期待感を高めていたが、
予想を下回る結果となった。さらに、新型
インフルエンザの影響を受けた業種も見
受けられるなど、情報連絡員からの報告
は全体として厳しいものとなった。
   また、引き続き、受注、仕事の減少などを
要因とする様々な問題が深刻化する一方で、
原油価格の値上がりが進展しつつあり、
再び経済への影響が懸念される。
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ト
ピ
ッ
ク
ス

 

　
今
回
は
業
界
に
お
い
て
直
面
し
て

い
る
経
営
上
の
課
題
に
つ
い
て
尋
ね
、

上
位
3
項
目
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　
上
位
を
占
め
る
経
営
上
の
課
題
を

業
種
別
で
見
る
と
、製
造
業
に
お
い
て

は「
受
注
量
・
仕
事
量
の
減
少
」が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
。
続
い
て
「
事
業
資
金

の
借
入
難
」、「
事
業
資
金
の
返
済
難
」、

「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」
の
順
と

な
っ
た
。

　
非
製
造
業
で
も
「
受
注
量
・
仕
事
量

の
減
少
」を
1
位
と
す
る
回
答
が
圧
倒

的
に
多
く
、続
い
て
2
位
も
製
造
業
と

同
様
、「
事
業
資
金
の
借
入
難
」と
な
っ

た
。3
位
は「
受
注
単
価
の
低
下（
下
落
）」、

「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」
と
な
っ

て
い
る
が
、受
注
単
価
の
低
下（
下
落
）

に
つ
い
て
は
、同
業
他
社
と
の
競
争
激

化
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、回

答
か
ら
分
か
る
。

　
製
造
業
、非
製
造
業
に
お
け
る
そ
の

他
の
少
数
回
答
で
は「
後
継
者
不
足
」「
熟

練
技
術
者
の
確
保
難
」「
雇
用
調
整
・
業

務
時
間
の
調
整
」と
い
っ
た
人
材
や
雇

用
に
関
す
る
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

 

■
製
造
業

■
製

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）
／
円
高
か

ら
台
湾
向
け
輸
出
が
半
減
。ま
た
豚

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
関
西

方
面
の
百
貨
店
、ス
ー
パ
ー
向
け
の

販
売
が
ダ
ウ
ン
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
で
百
貨
店
等
の
売

上
が
大
幅
に
ダ
ウ
ン（
特
に
関
西
）。

そ
の
た
め
得
意
先
か
ら
の
仕
入
れ

に
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
。5
月

は
全
商
材
が
悪
い
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
第
2
四
半
期

に
は
景
気
浮
揚
策
に
よ
り
前
倒
し

発
注
が
予
測
さ
れ
、秋
口
か
ら
明
る

い
兆
し
が
見
ら
れ
る
と
予
想
。た
だ

し
、そ
れ
ま
で
我
慢
で
き
る
か
と
い

う
厳
し
い
局
面
で
あ
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
一
部
の
企
業
は
、
50

％
位
に
仕
事
量
が
戻
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
は
、大
手
企
業
の
在
庫
と
の
兼

ね
合
い
で
量
産
状
況
に
は
な
い
。半

導
体
関
連
は
、ま
っ
た
く
仕
事
が
な

い
。

●
電
気
機
器
／
精
密
部
品
を
主
と
す

る
プ
レ
ス
を
営
む
企
業
は
部
品
に

よ
っ
て
24
時
間
操
業
も
あ
れ
ば
1

日
を
通
し
て
全
く
動
か
な
い
こ
と

も
あ
る
。設
備
関
係
で
は
各
メ
ー
カ

ー
の
抑
制
の
影
響
は
大
き
く
、先
の

全
く
見
え
な
い
状
況
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）
／
受
注
が
激
減

し
て
お
り
、在
庫
も
う
ま
く
は
け
な

い
状
況
。卸
機
能
が
低
下
し
て
お
り

Ｏ
Ｅ
Ｍ
も
低
調
。地
金
相
場
の
高
騰

に
よ
り
、安
い
素
材
に
変
化
し
て
き

た
が
、ろ
う
付
け
や
磨
き
の
勝
手
が

違
う
た
め
、従
来
の
知
識
や
経
験
が

生
か
せ
な
い
。新
し
い
素
材
の
部
品

の
在
庫
も
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず

負
担
が
大
き
い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）
／
古
紙
の
発
生
は

家
庭
系
は
分
別
指
導
の
浸
透
に
よ

り
安
定
。製
造
業
界
は
景
気
の
動
向

に
大
き
く
左
右
さ
れ
半
減
。総
計
と

し
て
前
年
の
90
％
く
ら
い
の
集
荷

状
況
。製
紙
メ
ー
カ
ー
の
製
品
の
販

売
が
思
う
よ
う
に
行
か
ず
古
紙
の

仕
入
れ
が
前
年
比
50
〜
60
％
。そ
の

た
め
問
屋
筋
の
在
庫
が
膨
張
し
、在

庫
減
ら
し
の
た
め
の
中
国
輸
出
が

行
な
わ
れ
、逆
ザ
ヤ
で
大
き
な
損
失

を
生
じ
て
い
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
Ｇ
Ｗ
明
け
か
ら
、客

数
・
客
単
価
と
も
に
前
年
を
大
き
く

下
回
っ
た
。特
に
牛
肉
の
販
売
量
が

大
き
く
減
少
、単
価
の
低
い
商
品
へ

の
移
行
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
型

店
の
相
次
ぐ
出
店
も
影
響
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／「
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
」の
関
係
で
消
費
者
は
買
い
控
え
、

地
域
店
は
苦
戦
し
て
い
る
。
昨
年

は
好
調
だ
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
商
戦
だ

が
、
経
済
の
悪
化
に
よ
り
読
め
な

い
状
況
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）
／
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

低
価
格
で
の
販
売
に
伴
い
、小
売
店

へ
の
来
客
数
、客
単
価
が
低
下
し
て

い
る
。
ま
た
、
商
品
の
品
揃
え
に
つ

い
て
も
問
屋
減
、価
格
競
争
に
よ
り

難
し
く
な
っ
て
い
る
。商
業
集
積
施

設
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
県

外
大
手
資
本
の
相
次
ぐ
出
店
に
よ

り
、つ
い
で
買
い
傾
向
に
あ
る
。

●
商
店
街
／
商
品
券
発
行
及
び
そ
れ

に
関
連
し
た
特
別
セ
ー
ル
の
実
施

に
よ
り
売
上
は
増
加
。新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
マ
ス
ク
や
消
毒

液
等
の
需
要
増
加
も
要
因
。

●
宿
泊
業
／
甲
府
善
光
寺
の
御
開
帳

や
高
速
道
路
料
金
の
割
引
に
て
観

光
客
は
多
少
増
え
た
も
の
の
、仕
事

の
出
張
は
依
然
減
少
し
た
ま
ま
で

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
と
っ
て
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。新
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に
よ
り
海
外

旅
行
客（
特
に
中
国
）が
減
少
、関
西

方
面
か
ら
の
修
学
旅
行
が
中
止
又

は
延
期
と
な
り
、各
施
設
に
大
打
撃
。

競
争
に
よ
り
価
格
低
下
と
な
り
、利

益
率
が
悪
化
し
て
い
る
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
最
近
、公
共
施
設

の
耐
震
工
事
を
中
心
に
見
積
依
頼

が
増
え
始
め
た
。
し
か
し
、
建
設
工

事
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、受

注
競
争
か
ら
1
つ
の
物
件
に
複
数

の
見
積
を
徴
す
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
。競
争
激
化
に
よ
り
工
事
原
価

割
れ
で
の
受
注
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
物
件
も
あ
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）
／
一
部
を
除
い
て

工
場
稼
働
率
は
30
％
程
度
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
る
。国
交
省
の
発
表
で

は
、推
定
鉄
骨
需
要
量
が
3
ヶ
月
連

続
で
30
万
ト
ン
台
で
推
移（
前
年
同

月
比
59
％
減
）と
な
っ
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）
／
上
下
水
道

局
か
ら
の
共
同
受
注
工
事
量
が
減

少
。

●
運
輸（
バ
ス
）
／
景
気
は
停
滞
し
た

ま
ま
、
燃
料
は
じ
わ
じ
わ
と
上
昇
。

行
政
の
仕
事
は
予
算
の
都
合
か
ら

か
相
見
積
り
に
て
価
格
低
下
。

●
そ
の
他（
介
護
）／
人
手
不
足
。毎
週

の
新
聞
広
告
掲
載
、企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
等
の
参
加
も
積
極
的
に
し
て
い

る
が
、就
労
条
件
や
介
護
業
務
に
マ

ッ
チ
す
る
条
件
の
方
が
な
か
な
か

い
な
い
の
が
現
状
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つ
い
て

　
現
在
、当
社
の
売
上
の
約
75
％
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
製
造
形
態
に
移

行
し
は
じ
め
た
の
は
15
年
程
前
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、発
注
者
か
ら
の
依
頼
に
の
み
基
づ
い
て
商
品
製

作
を
行
っ
て
い
く
と
、製
造
業
者
と
し
て
独
自
性
を
打
ち
出

す
こ
と
が
難
し
く
、結
果
と
し
て
値
下
げ
競
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。当
時
、多
く
の
事
業
者
が
人
件
費
の

安
い
中
国
で
製
造
を
行
い
は
じ
め
て
お
り
、こ
の
ま
ま
価
格

競
争
を
続
け
て
い
て
も
限
界
が
あ
る
と
思
い
、自
社
ブ
ラ
ン

ド
へ
の
移
行
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ま
で
展
示
会
等
へ
出
展
す
る
経
験
も
無
か

っ
た
た
め
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、多
く
の
失
敗
を
し
、そ

こ
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
中
に
は
、営
業
先

は
ど
こ
で
も
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、ブ
ラ
ン
ド
の
特
徴
や

イ
メ
ー
ジ
を
考
慮
し
て
選
ぶ
こ
と
、本
当
に
良
い
も
の
は
相

手
先
が
欲
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
価
格
決
定
権
が
取
り

や
す
い
こ
と
な
ど
で
す
。そ
の
後
、口
コ
ミ
や
雑
誌
掲
載
の
効

果
等
に
よ
り
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
顧
客
数
は
、徐
々
に
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

今
後
、重
要
と
な
っ
て
く
る
も
の

　
今
後
、重
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
、そ
れ
は
企
業
が
ど
れ
だ

け「
存
在
価
値
」を
示
し
て
い
け
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。モ
ノ

が
溢
れ
る
現
在
、安
い
モ
ノ
は
数
限
り
な
く

あ
り
ま
す
。ア
パ
レ
ル
業
界
に
関
し
て
も
、こ

こ
数
年
で
価
格
自
体
は
急
速
に
下
落
し
て
い

き
ま
し
た
。し
か
し
、安
さ
だ
け
で
生
き
残
る

に
は
、中
小
企
業
の
私
ど
も
に
と
っ
て
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
重
要
に
な

っ
て
く
る
の
が
、「
存
在
価
値
の
創
造
＝
ブ
ラ

ン
ド
」な
の
で
す
。消
費
者
マ
イ
ン
ド
と
し
て

は
、安
い
モ
ノ
が
欲
し
い
反
面
、「
良
い
モ
ノ
、

安
心
な
モ
ノ
」が
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
は

必
ず
あ
り
ま
す
。今
後
は
そ
ん
な
消
費
者
マ

イ
ン
ド
を
ど
う
具
現
化
し
て
い
く
か
、独
自

の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
試
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

自社ブランド「エヴァムエヴァ」



適性診断機器

　
昨
今
、ト
レ
ー
ラ
ー
又

は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
事

故
が
、全
国
的
に
多
発
し

て
お
り
、痛
ま
し
い
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
状
、組
合
員
に
は
そ

の
よ
う
な
重
大
事
故
は

な
い
が
、い
つ
気
の
ゆ
る

み
か
ら
大
き
な
事
故
に

結
び
つ
く
と
も
限
ら
な
い
。

　
気
の
ゆ
る
み
が
無
く

て
も
、い
か
に
適
切
な
行

動
が
と
れ
る
か
、そ
の
判

断
力
を
養
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
、ド
ラ
イ
バ
ー

の
適
性
が
更
に
問
わ
れ
る
と
き
で
あ
る
。

　
組
合
で
は
、適
性
診
断
と
し
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
時
に
お
け
る
初

認
診
断
、３
年
に
一
度
の
一
般
診
断
、65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
適
齢

診
断
と
３
段
階
の
診
断
を
受
け
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　
一
般
診
断
に
つ
い
て
、
従
来
は
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
山
梨
支
所
よ
り
組
合
へ
出
向
い
て
診
断
を
し
て
も
ら
う
と
い
う

形
式
だ
っ
た
が
、本
年
度
よ
り
、組
合
事
業
と
し
て
、組
合
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
適
性
診
断
シ
ス
テ
ム「
ナ
ス
バ
ネ
ッ
ト
」を
導
入

し
、組
合
員
に
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、効
率
の
良
い
診
断
事
業
と

し
て
、
更
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
教
育
訓
練
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
安
心
、安
全
な
輸
送
、又
、対
車
、対
人
間
と
の
重
大
事
故
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
心
が
け
、「
ト
ラ
ッ
ク
が
心
で
運
ぶ
安
心
・
安
全
良
い
環

境
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
力
し

て
い
く
。

●
運
転
適
性
診
断
と
は

●
運

　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
気
付
か
ず

に
い
る
運
転
上
の
特
性（
ク
セ
）

を
見
い
だ
し
、
安
全
運
転
に

役
立
つ
よ
う
き
め
細
か
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
も
の
で
、

主
と
し
て
自
動
車
運
送
事
業

者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に

適
性
診
断
を
実
施
し
て
お
り
、

自
動
車
の
事
故
防
止
に
役
立

て
て
い
る
。

足湯でJAZZでJ

オリオン・スクエア完成予想図 現在のオリオン通り商店街

JA石和温泉駅前ライブA

適性診断説明会

　
甲
府
中
心
商
店
街
の
活
性

化
を
目
指
し
て
、
こ
の
６
月

に
甲
府
城
南
商
店
街
振
興
組

合（
輿
石
陽
理
事
長
）が
設
立

さ
れ
た
。

　
本
組
合
の
母
体
と
な
っ
て

い
る
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街

は
、
数
年
前
か
ら
甲
府
の
中

心
商
店
街
の
活
性
化
と
県
内

最
強
の
専
門
店
ゾ
ー
ン
を
目

指
し
て
、
商
店
街
の
様
々
な

整
備
事
業
な
ど
の
模
索
・
検

討
を
行
っ
て
き
た
。

　
商
店
街
は
昭
和
23
年
に
検

事
正
宿
舎
跡
に
建
設
さ
れ
、

当
時
、
町
内
に
あ
っ
た
戦
後

復
興
の
象
徴
と
も
い
え
る
映

画
館「
オ
リ
オ
ン
パ
レ
ス
」に

ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

以
降
高
度
成
長
時
代
の
中
、

来
街
客
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
に
昭
和
31
年
に
ヨ
シ
ズ

張
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
置
、

そ
の
後
、
現
在
の
鉄
骨
ア
ー

ケ
ー
ド
に
建
て
替
え
ら
れ
現

在
に
至
る
ま
で
多
く
の
来
街
客
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
郊
外
型
商
業
集
積
の
時
代

と
な
り
、消
費
者
行
動
は
中
心
市
街
地
で
の
買
物
か
ら
郊
外
型
大
型
店

で
の
買
物
へ
と
シ
フ
ト
、甲
府
市
中
心
部
も
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　
甲
府
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
模
索
さ
れ
る
中
で
、
平
成
19
年
に

は
『
甲
府
紅
梅
地
区
再
開
発
組
合
』
が
設
立
さ
れ
、
当
該
商
店
街
に
立

地
す
る
大
型
店
パ
セ
オ
と
隣
接
す
る
県
営
駐
車
場
を
一
体
化
す
る
再

開
発
事
業
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。こ
の
事
業
は
、甲
府
市
中
心
市

街
地
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
性
化
へ
導
く
重
要
な
事
業
と
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
機
に
、よ
り
強
力
に
商
店
街
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、旧
ア

ー
ケ
ー
ド
を
解
体
し
、新
た
な「
オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
」整
備
事
業
に

着
手
。近
接
商
業
者
と
と
も
に
連
携
し
な
が
ら
、新
た
な
戦
略
、効
果
的

な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、甲
府
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、更
に
は
、地
域
全
体
の
商
業
の
発
展
と「
専
門
店
ゾ
ー
ン
と
し
て

の
魅
力
創
出
」の
実
現
を
目
指
し
今
回
の
組
合
設
立
と
な
っ
た
。

　
６
月
21
日
（
日
）
、
石

和
源
泉
足
湯
ひ
ろ
ば
に

お
い
て
、「
ザ
・
い
さ
わ

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

が
開
幕
し
、
期
間
中
、
国

内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

約
１
０
０
人
が
参
加
し

て
、
毎
夜
ラ
イ
ブ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
27
日
の

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の

「
鈴
木
正
男
＆
ス
ウ
ィ

ン
グ
タ
イ
ム
ス
」
の
演

奏
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
を
迎

え
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨

年
10
月
25
日
、
26
日
の

２
日
間
、組
合
加
盟
の
20
施
設
で
前
夜
祭
、ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で「
原

信
夫
と
シ
ャ
ー
プ
ス
＆
フ
ラ
ッ
ツ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
幕
を
閉
じ
た

「
ザ
・
い
さ
わ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」を
さ
ら
に
石
和
温
泉
郷
全
体
に
拡
げ
る
た
め

の
企
画
で
あ
り
、実
行
委
員
会
と
組
合
の
主
催
で
開
催
し
た
。

　
第
２
回
と
な
る
今
年
は
、21
日
の
県
内
ア
マ
チ
ュ
ア
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
イ
ブ
に
続
き
、22
日
〜
24
日
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
石
和
温

泉
駅
前
に
お
い
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
、25
日
、26
日
に
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
ラ
イ
ブ
が
無
料
で
開
催
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、25
日
、26
日
の
両
日
は
、石
和
温
泉
郷
ラ
イ
ブ
と
銘
打
ち
、

22
の
ホ
テ
ル
等
に
お
い
て
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、27
日
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

で
閉
幕
し
た
が
、「
石
和
温
泉
」＝「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
が
楽
し
め
る
町
」と
し
て

の
意
識
付
け
を
行
う
と
と
も
に
、ま
た
、宿
泊
客
に
夕
食
後
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、組
合
で
は
、今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

ラ
イ
ブ
な
ど
の
企
画
を
検
討

し
て
い
る
。独
自
の
ラ
イ
ブ
を

行
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
も
あ
り
、

ホ
テ
ル
く
に
た
ち
で
は
、９
月

ま
で
第
１
・
第
３
土
曜
日
に
ラ

イ
ブ
を
開
催
す
る
ほ
か
、従
業

員
に
よ
る
太
鼓
演
奏
を
行
う

ホ
テ
ル
も
あ
る
。

　
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
、

ホ
テ
ル
経
営
が
難
し
く
な
る
中
、

地
域
と
連
携
し
て
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
組
合
の

試
み
が
注
目
さ
れ
る
。



　
山
梨
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
は
、
平
成
21
年

６
月
20
日
（
土
）
に
山
梨

県
森
林
公
園
・
金
川
の
森

（
ど
ん
ぐ
り
の
森
）
に
お

い
て
整
備
作
業
を
実
施

し
た
。
当
会
は
、
平
成
17

年
に
中
央
会
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
当
地
に
木
々

を
植
樹
し
、「
中
小
企
業

の
森
」
と
命
名
し
た
。
こ

の
作
業
は
、
自
ら
植
え
た

木
々
の
成
長
を
見
守
り

育
成
に
努
め
る
目
的
の
下
、

下
草
刈
り
を
行
う
も
の

で
あ
り
今
回
で
４
回
目
。

10
時
か
ら
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
内
藤
会

長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

及
び
来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
山
梨
県
県
有
林
課
佐
野
課
長
か
ら
来
賓

あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
。

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
35
組
合
２
０
０
名
余
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
得

て
、
す
が
す
が
し

い
環
境
の
中
で
作

業
が
行
わ
れ
た
。

植
樹
か
ら
丸
４
年

経
過
し
て
い
る
た

め
木
々
も
逞
し
く

成
長
し
て
お
り
、

毎
年
行
っ
て
い
る

整
備
作
業
の
成
果

が
確
認
さ
れ
た
。

１
時
間
程
の
作
業

の
後
昼
食
を
と
り
、

無
事
整
備
作
業
は

終
了
し
た
。

　
ご
協
力
頂
い
た

皆
様
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
月
2
日
、
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

（
小
澤
浩
会
長
）
は
、
平
成
21
年
度
通
常
総
会
・
講
演
会

及
び
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
20
年
度
決
算
関
係
書
類
承
認
の

他
に
「
地
域
の
中
小
企
業
が
市
場
縮
小
に
よ
る
売
上

減
、
雇
用
・
金
融
問
題
な
ど
差
し
迫
っ
た
課
題
に
直
面

し
て
い
る
中
、
創
造
性
や
機
動
性
を
有
す
る
若
手
経

営
者
や
後
継
者
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
若
手
経
営
者
及
び
後

継
者
を
会
員
に
持
つ
青
年
中
央
会
で
は
、
会
員
が
抱

え
る
問
題
点
等
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
勉
強
会
や

視
察
研
修
な
ど

へ
の
助
成
、ま
た
、

会
員
間
の
交
流

の
他
に
、
他
県

及
び
他
の
経
済

団
体
青
年
部
と

の
交
流
促
進
を

例
年
以
上
に
行

っ
て
い
く
事
を

計
画
し
て
い
る
。」

を
基
本
方
針
と

し
た
平
成
21
年
度

の
事
業
計
画
に
つ

い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
役
員
任
期

満
了
に
伴
い
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
新

会
長
に
小
澤
浩
氏

が
選
任
さ
れ
た
。（
名

簿
参
照
）

　
総
会
後
に
は
、
宮

端
清
次
氏
（
元
は
と

バ
ス
代
表
取
締
役
）

に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
小
企
業
者
に
対
し
て
「
不
透
明
、
不
安
の
時
代
に
生

き
抜
く
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
必
要
な
役
割
に
つ
い
て

実
体
験
を
含
め
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
講
演
会
後
に
は
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
山
梨

県
商
工
労
働
部
商
工
企
画
課
課
長
、
山
梨
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
会
長
な
ど
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
た

他
に
、
友
好
団
体
で
あ
る
山
梨
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
よ
り
会
長
以
下
４
名
が
参
加
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

あいさつをする小澤会長

熱弁を奮う宮端氏

熱く語る内藤会長

熱心に聞き入る女性経営者

作業する参加者

植樹（初年度）の記念碑

会　長 小　澤　　　浩 小沢石油㈱ (協)山梨異業種交流青中倶楽部青年部会
 山　縣　正　道 ㈲山縣塗装店 山梨県塗装協同組合青年部甲塗会
副会長 鈴　木　浩　文 鈴木製菓㈱ 山梨県食品工業団地協同組合青年部
 須　田　　　猛 須田自動車工場 山梨県自動車整備振興会AMS山梨青年部
 長谷川　正一郎 長谷川醸造㈱ (協)山梨異業種交流青中倶楽部青年部会
 伴　野　公　亮 ㈱古名屋ホテル 山梨県旅館生活衛生同業組合青年部

理　事
 矢　部　兵　衛 ㈱シンゲン 山梨県家具組合青年部協議会

 大　沢　正　聖 ㈱東和 社団法人山梨県トラック協会青年部会
 笹　本　優　司 ㈱伸電工業 山梨県電気工事工業組合青年部
 堤　　　明　伸 ㈱津々美造園 山梨県造園建設業協同組合青年部

監　事
 初　鹿　武　仁 初鹿会計事務所 インテリジェントコミュニケーション事業(協)青年部

 小　林　育　也 丸浜舗道㈱ (協)山梨異業種交流青中倶楽部青年部会

山梨県中小企業団体青年中央会　役員名簿

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
（
深
沢

紗
世
子
会
長
）
は
、
平
成
21
年
６
月
11
日
甲
府
市
湯
村

「
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
役
員
研
修
会
を

開
催
し
た
。

　
研
修
会
は
、
企
業
経
営
や
事
業
展
開
、
人
生
経
験
の

豊
富
な
先
達
を
招
き
、
指
針
に
し
て
行
き
た
い
と
の

要
望
が
役
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
中
央
会
内
藤
悦
次
会

長
を
講
師
に
開
催
さ
れ
た
。

　
内
藤
会
長
は
、「
先
輩
達
の
教
え
が
自
分
の
糧
と
な

っ
て
い
る
。
男
女
の
立
場
を
越
え
て
仕
事
を
す
る
中

で
一
つ
の
道
標
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
と
前
置
き
を

し
、
学
生
時
代
に
1
人
、
県
内
の
異
業
種
の
代
表
が
集

ま
る
中
央
会
で
4
人
に
出
会
い
、
経
済
人
の
基
礎
を

学
ん
だ
と
語
っ
た
。
な
か
で
も
、「
宮
川
睦
武
名
誉
会

長
か
ら
は
、
真
の
心
遣
い
、
気
く
ば
り
、
人
の
大
切
さ

を
身
近
で
教
え
て
頂
い
た
。」
と
熱
く
語
っ
た
。

　
1
0
0
年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
言
わ
れ
る
中
で
、

社
会
の
様
々
な
分
野
で
積
極
的
に
活
躍
し
て
い
る
女

性
の
柔
軟
な
発
想
は
、
中
小
企
業
の
経
営
に
必
要
不

可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　
講
演
終
了
後
は
、
内
藤
会
長
を
囲
み
和
や
か
に
談

笑
が
行
わ
れ
た
。



  第1章　2008年度における中小企業を巡る経済金融情勢

  1．世界的金融危機と中小企業の景気動向
　2008年、米国発の世

界的な金融危機が発生

した。2007年夏のサブ

プライム住宅ローン問

題の発生以降下落し始

めていた世界各国の株

価は、2008年夏のリー

マン・ショックを契機に、

日本の株価を含め大幅

に下落し、世界経済は

急速に減速した。その

ような中、輸出産業の

減産が中小製造業の受

注の大幅な減少をもた

らすなど、中小企業の業況や資金繰りが急速に、そして大幅に悪化した。

  2．中小企業金融の動向
　こうした急激な中小企業の経営環境の悪化に対し、政府は信用保証協会の緊急

保証の導入、日本政策金融公庫のセーフティネット貸付の拡充等、30兆円規模の資

金繰り対策を実施した。緊急保証では、業況の厳しい建設業、製造業で特に多く利

用されている。

　また、下請取引の適正化を図るため、下請代金法の厳正な運用を行うとともに、

2008年4月に新たに設けた「下請かけこみ寺」において、きめこまやかな相談も行

った。「下請かけこみ寺」では、2008年度に3，836件の相談があった。

　政府は昨年度、中小企業への支援策の拡充・実施に注力をした。今後とも積極的

な支援が必要である。

  第2章　中小企業による市場の創造と開拓

　内外需が減少する中、中小企業はかつてない厳しい経営環境に置かれているが、売
上の維持・拡大を図るためには、変化する市場ニーズを把握し、中小企業の強みを活
かした製品・サービスの開発・供給、販路の拡大等に取り組むこと、すなわち中小企業
のイノベーションを進めることが重要である。

  1．中小企業のイノベーション
　中小企業にとってのイノベーショ

ンの重要性は高い。実際、新製品の割

合が一定程度高い中小企業は、売上高

が増加している企業が多い傾向にある。

また、研究開発費が大きい中小企業は、

景気の拡張期、後退期ともに利益率が

高い傾向にある。

　その他、中小企業のイノベーション

には特徴がある。中小企業にとってイ

ノベーションは、研究開発活動による

技術革新だけでなく、創意工夫、生産

方法の改善等、自らの事業の進歩を実

現することを広く包含している。その

特徴は、経営者のリーダーシップの発

揮であり、中小企業の強みを活かした

イノベーションの実現が重要である。

  2．イノベーション実現に向けたニーズの把握と市場の開拓
　顧客ニーズを重視する中小企業が、その把握のために「モノ作りとサービスの融

合」、「農商工連携」、「ＩＴ活用による顧客開拓」、「海外市場の開拓等を通じた販路

開拓」が重要となってくる。

　「農商工連携」では、連携目的として、地域ブランドの形成、原材料の確保のほか、

トレーサビリティの実現を掲げており、今後は食の安全等を含めた消費者ニーズ

に的確に対応するための取組が重要である。

  3．イノベーションを支える経営資源を巡る現状と課題
　中小企業では、イノベーションを支える経営資源として、「知的財産」、「人材」、「資

金」がある。

　この中で、知的財産については中小企業も、知的財産の創出・保護・活用への戦略

的取組が重要と考えられる。実際、売上・収益の向上につながった商品（ヒット商品）

を有する中小企業は、特

許権の早期取得が業績

の向上に大いにつなが

ったと考える企業が多

い。しかし、知的財産に

係る専門知識の不足等

の課題の取組への支援

も求められる。

　また、人材については、

イノベーション人材創

出のための技術・技能の

承継、外部知識等の情報

の採り入れ等の取組が

重要の他、資金については、金融機関の目利き能力向上のため、金融機関と各事業

分野に詳しい業界団体との連携促進が必要である。

  第3章　中小企業の雇用動向と人材の確保・育成

　雇用情勢が厳しさを増す中、中小企業の雇用を巡る現状を明らかにし、中小企業に
とって重要な経営資源である人材の確保を行うための課題を示すとともに、中小企
業の賃金、仕事のやりがい等の実態を明らかにし、中小企業で働く人材の意欲を引き
出すための課題を探る。

  1．雇用動向と中小企業で働く人材の現状
　中小企業全体の雇用過剰感は製造業、卸売業で特に高まっているが、専門的な職

種である医療・福祉、飲食サービス業等、引き続き不足感のある中小企業もあり、中

長期的に見て最も重要な

経営資源である人材の確

保に向け業種を超えた人

材の橋渡しが必要である。

そこで、中途採用が多い

中小企業では、人材の橋

渡しを支援するハローワ

ーク等の積極的な取組が

期待される。また、中小企

業と教育機関の連携も重

要であり、インターンシ

ップ等を通じて学生の中小企業への理解を深めることが重要である。

  2．中小企業の賃金と仕事のやりがい
　中小企業の正社員では、大企業のそれと比べると年功賃金の要素が小さく、相対

的に成果主義・能力主義的な性格が強いものと思われる。これは、中小企業が従業

員の成果に応じた賃金制度の運用を行いやすいことが理由と考えられる。賃金設

計については、企業の特性や経営戦略等に応じて最適な賃金設計を行うことが必

要である。

　また、仕事のやりがいでは、労働者が感じるそれは年々低下傾向にある。仕事の

やりがいが満たされていると従業員が回答している企業は、黒字企業で業況が良

いという傾向が見られる。従業員が感じる仕事のやりがいを高め、意欲を引き出し

ていくことが重要である。そのためには、従業員の仕事をしっかりと評価したり、

仕事をやり遂げた達成感を高める工夫をすることの重要性を示唆している。

  3．働き方とワーク・ライフ・バランス
　仕事と生活の調和につ

いて、大企業も中小企業も、

正社員の約4割が「取れて

いない」または「どちらか

と言えば取れていない」と

考えており、ワーク・ライフ・

バランスを推進するため

の課題としては、経営トッ

プや管理職層の奨励・意識

改革のほか、仕事をシェア

するバックアップ体制の構築が挙げられる。実際、ワーク・ライフ・バランスに取り

組む中小企業は、収益状況が良い企業が多い傾向が見られる。

　このほか、女性労働者の活用については、女性労働者の能力を十分に活用する観

点から、女性が子育てしながら働くための取組の現状を再点検していくことが重

要であり、高齢労働者の活用については、我が国の高齢化が一層進展していく中、

中小企業における彼らの積極活用が重要である。



 ●支給対象事業主

　受給できる事業主は次のいずれにも該当する事業主です。

【要件1】
　雇用保険の適用事業の中小企業事業主であること。
　●中小企業事業主の範囲

【要件2】
（1）売上高または生産量の最近3ヶ月間の月平均値がその直前3ヶ
　  月間または前年同期に比べ減少していること。
（2）前期決算等の経常損益が赤字であること。（但し、上記（1）の減
　  少が5％以上である場合は不問）

【要件3】
　休業、教育訓練または出向（3ヶ月以上１年以内のもの）を行い、
休業手当もしくは賃金（出向労働者への賃金の一部等）を支払って
いること。
s対象となる休業、教育訓練、出向とは？
　助成金の対象となる休業、教育訓練、出向は次のいずれにも該
当することが求められます。

（1）対象期間内（事業主が指定した日から1年間）に実施されるもの
（2）労使間の協定によるもの
（3）事前に労働局またはハローワークに届け出たもの
（4）雇用保険被保険者（加入期間は不問）及び6ヶ月以上雇用され
　  ている被保険者以外の者を対象としていること
（5）休業手当の支払いが労働基準法第26条に違反していないこと
（6）教育訓練については、通常行われる教育訓練ではないこと
（7）出向については、出向労働者の同意を得たものであること

 ●支給内容

（1）支給額
　《休業・教育訓練の場合》
　休業手当または賃金相当額×4／5（1人1日）
　※教育訓練の場合は、訓練費6,000円（1人1日）を加算。

《出向の場合》
出向元事業主が負担した賃金相当額×4／5

（2）支給限度日数
　3年間で300日（最初の3年間で300日まで）
　※助成率の上乗せ
　次の要件を満たす場合には、助成率が4／5→9／10に上乗せ
されます。

（1）賃金締切期間末日の労働者数が比較期間の月平均労働者数と
　  比して4／5以上
　  注）比較期間＝初回計画届提出日の属する月の前月から遡った6ヶ月間
（2）賃金締切期間とその直前6ヶ月間に解雇・雇い止め等を行って
　  いないこと

 ●必要書類

（1）労働組合等との協定書
　  休業協定書（写し）　等
（2）上記協定書への署名捺印者が労働者の過半数代表と確認でき
　  る書類
　  労働者代表選任書　等
（3）休業等の実施予定日、対象者を確認できる書類
　  休業等実施予定表
（4）企業の業務内容、資本金等を確認できる書類
　  商業登記簿謄本、履歴事項全部証明書（写し）
　  法人税確定申告書
　  会社案内、パンフレット　等
（5）対象者及び所属部署等を確認できる書類
　  労働者名簿、雇用保険被保険者名簿
　  会社組織図　等
（6）賃金や労働時間について確認できる書類
　  就業規則、雇用契約書等（写し）
　  賃金規程（写し）
　  年間休日カレンダー（前々年度まで）
　  交替制勤務の場合→勤務日程表（勤務シフト表）等（写し）
　  変形労働時間制の場合→変形労働時間制に関する協定届等（写
　  し）
（7）生産指標の数値を実証できる書類
　  生産指標の数値を実証する資料に関する申出書
　  決算書、試算表　等
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小売業・飲食店 資本金5,000万円以下または従業員50人以下

サービス 資本金5,000万円以下または従業員100人以下

卸売業 資本金1億円以下または従業員100人以下

その他の業種 資本金3億円以下または従業員100人以下

中央会　労働課秋山まで　Tel.055-237-3215問い合わせ

■設立時役員名簿
会　長　篠原　　充（北杜市環境事業協同組合）
副会長　藤巻　眞史（クリーンネット笛吹協業組合）
副会長　溝口　耕一（中央市環境事業協同組合）
理　事　向山陽一郎（韮崎市環境事業協同組合）
理　事　初鹿野玉和（南アルプス・エコ協業組合）
理　事　堀内満喜子（甲斐市一般廃棄物協同組合）
理　事　五味　政治（山梨・甲州環境協同組合）
監　事　黒田　光秀（個人会員㈱リサイクルセンター黒田）

　世界的な需要の急減速は、我が国の競争力の源泉であ

る中小企業に深刻な影響を与えている。このような中、国

の平成21年度補正予算の成立を受けて、「ものづくり中小

企業製品開発等支援事業」が創設された。この補助金は、

①試作品開発から販路開拓等を支援する「試作開発等支

援事業」と②製品の公設試を活用しての実証等を支援す

る「製品実証等支援事業」の2つの事業から成り立っている。

　6月12日の第1回公募開始から24日の締切まで、中央会

は当事業の窓口機関として連携支援課を中心に相談・申

請受付の対応をしてきた。

　山梨県では、①試作開発…52件、②製品実証…4件、の

計56件の応募があり、そのうち郡内地域からの申請者が

約1／3を占めた。

　相談・申請に来られた企業担当者からは、一様にこの事

業に対する真剣さと熱意が感じられた。

　今後、審査が行われ、7月24日には採択可否の結果が公

表される予定。また、8月中旬に第2回目の公募締切を予定

している。

　平成21年6月27日（土）、一般社団

法人山梨県一般廃棄物協会（篠原充

会長）は、平成21年度総会及び講演

会を開催した。当法人は、平成15年4

月に任意団体として設立された山

梨県一般廃棄物団体協議会の会員

を中心に組織されており、従来の活

動をレベルアップするために平成

21年6月18日に設立された。主な活

動として、一般廃棄物の収集運搬業

界の振興と発展、業界の将来ビジョ

ンの策定、事業者の経営向上のための研修会の開催、一般廃棄物の適正処理推進のた

めのＰＲ活動などを実施。また、一般廃棄物の適正排出・適正処理の推進、行政－住民

－排出事業者との協力体制の構築などを図り、一般廃棄物の収集運搬業界の地位向上

と事業者の経営安定に寄与する予定。

　総会後には、山梨県森林環境部環境創造課課長小野浩氏、山梨県地球温暖化防止活

動推進センター長坂本昭氏を講師に招き「一般廃棄物と地球温暖化」をテーマとした

講演会を開催。廃棄物の適正処理と地球温暖化が密接な関係を持つことについて研修

を受けた。

環境創造課小野課長による講演

あいさつする篠原会長



　休日のETC割引によって、自動車での長距離移
動が私たち消費者にとって比較的負担が少なく
なり、国内旅行、レジャーが活気を帯びています。
これから夏本番！！計画を立てるのを楽しみに
しています。
　そういう私の車には在庫不足の煽りを受け、ま
だETCは搭載していませんが・・・。

●ご意見・ご要望は、
中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216

E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

●課　長　三枝　幹夫
●課長補佐　堀内　　修
●主　事　組沢　正文
●主　事　千野　哲宏

●課　長　知見寺好幸
●係　長　輿水　一篤
●主　任　窪田　　学
●主　事　齊藤　寛之
●嘱　託　眞浦　正徳
●嘱　託　角田　俊和
●嘱　託　鈴木　正富
●臨　職　長田　光香

●課　長　古屋　孝明
●係　長　保坂　　淳
●係　長　臼田あけみ
●主　事　仲澤　秀樹
●嘱　託　池谷　久司
●嘱　託　湯之前盛喜
●嘱　託　池谷　香織
●嘱　託　入戸野昭芳
●嘱　託　秋山　　勉
●嘱　託　大橋　准子

●支所長　三井　成志●課　長　古屋　浩昭
●係　長　笠井　靖子

●課　長　山本　良一
●主　事　仲澤　秀樹

●嘱　託　伊藤　達美
●嘱　託　澤登　武仁

平成21年6月9日現在

総　務　課 観　光　課

特産品市場開発チーム

組　織　課 労　働　課 連携支援課 郡 内 支 所

企画総務部 部長

　　三枝　幹夫
組織開発部 部長

　　小佐野時雄
連携支援部 部長

　　知見寺好幸

事務局長　飯野鉄夫

常務理事　山本誠司

専務理事　新海一男
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